
区分 国語A 国語B 算数A 算数B
本校 56.8 36.2 80.2 61.5
熊本県 64.0 48.1 78.5 58.6
全国 62.7 49.4 77.2 58.4
県比 -7.2 -11.9 1.7 2.9
全国比 -5.9 -13.2 3.0 3.1
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全国学力・学習状況調査の結果・分析 

 「全国学力・学習状況調査」は、全国の児童生徒の学力や学習

状況を把握・分析し、教育に関する取組の成果と課題を明らかに

することと、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習

状況の改善等に役立てることを目的としております。今年度は４

月に６年生が実施しましたので、その結果と分析についてお知ら

せいたします。 

【今後の取組：算数】 

○これまでの学習指導の取り組みの成果であると

評価しています。身に付けた知識･理解を活用する

学習活動を授業の中に効果的に設定することで、

さらに力を伸ばしていきたいと考えています。 

 堀田福男さんを中心に、冬に遊ぶおもちゃ（たこなど）を、一緒に作って遊んで

いただく活動をします。  

 １年間の学習成果を発表する「本町っ子フェスティバル」を行います。開会は９

時４５分からになります。  

 健康に暮らしていくためにどんなことに気をつけておられる のか、どんなことを

続けていらっしゃるのかについてお話しいただきます。  

導入の作品との出会いの段階で本田由美さんに朗読していただきます。  

★いきいきすこやかコミュニティ「松下麻美支援部長」  

○1月中・・道徳「げんきおじいさん」 ２年生  

★わくわくふれあいコミュニティ   「森 孝支援部長」  

○２月７日（金）・・学校へいたてみゅうかいⅢ・・全学年  

★大好きふるさとコミュニティ  「堀田福男支援部長」  

○1月中・・生活「ふゆとあそぼう」 １年生  

★なぜなぜなるほどコミュニティ「葛西愛子支援部長」  

○１月中・・国語「三枚のおふだ」 ２年生  

◎１月１４日（火）・・・学校運営協議会開催予定  

第５回目の学校運営協議会ですが、委員の皆様には毎回熱心にご協議いただ

いています。今回は３学期の活動内容の確認と依頼する支援委員さんの確保に

ついて話し合います。  

【国語】ＡＢともに、平均正答率が県・全国平均を下回っています。

しかし、国語Ａの「書くこと」や「記述式」の設問では高い値を示して

おり、ねばり強く設問に取り組もうとする姿勢は見られます。 

【算数】ＡＢともに、平均正答率が県・全国平均を上回っていて、算

数Ａの「図形」については、全国平均を７％も上回っています。 

教科別集計結果 

集計結果からの

考察 

【学習状況調査（児童質問紙による）について】 

○早寝・早起き・朝ご飯の生活習慣が定着してい

る児童は、全国の割合と比べて同じくらいです。

今後も呼びかけを継続し、授業に対して集中して

取り組む準備を整えるようにしていきます。また、

長時間テレビやビデオ等を見たりゲームをする児

童は全国と比べると低いです。ご家庭で十分な指

導をしていただいていることがうかがえます。 

○物事を最後までやり遂げる、失敗を恐れないで

挑戦している児童が全国と比べて低い値を示して

います。学校生活の様々な場面で成功体験を積

み重ね、自他のよさを認め合う集団づくりを行い、

自己肯定感を養う言葉かけを継続していきたいと

考えています。 

【今後の取組：国語】 

○特に「読むこと」が下回っています。本校では校内研修で思考力・判断

力・表現力の伸長をめざす言語活動の工夫を通して、「読み方」を習得し、

活用できる子どもの育成を目指しています。全職員で取組の方向性を共

通理解・共通実践することで、教師一人一人の授業力の向上を図ってい

きます。 




